
富山県総合的病害虫・雑草管理（ＩＰＭ）実践指針 

１．総合的病害虫・雑草管理の定義 

 

(1) 定義 

   総合的病害虫・雑草管理（Ｉntegrated Ｐest Ｍanagement）（以下、「ＩＰＭ」

という。）とは、利用可能なすべての防除技術を経済性を考慮しつつ慎重に検討し、

病害虫・雑草の発生増加を抑えるための適切な手段を総合的に講じるものであり、

これを通じ、人の健康に対するリスクと環境への負荷を軽減、あるいは最小の水

準にとどめるものである。また、農業を取り巻く生態系の撹乱を可能な限り抑制

することにより、生態系が有する病害虫及び雑草抑制機能を可能な限り活用し、

安全で消費者に信頼される農作物の安定生産に資するものである。 

(2) 目的 

   現在、我が国で使用されている化学農薬は、人の健康や食品の安全性、環境へ

の影響を厳しく評価した上で登録されており、使用基準に定める使用方法を遵守

していれば、人の健康や環境に対して悪影響を与えるものではない。 

   しかしながら、環境問題に対する国民の関心が高まる中で、農業生産活動に伴

う化学農薬の使用については、人工化合物の開放系への放出を意味し、また、そ

の多くが食用作物に対して行われることを考慮すれば、細心の注意を払い、かつ、

必要最小限に抑える取組が必要不可欠である。このため、農業者は、人の健康に

対するリスクと環境への負荷の低減を図るために一層努力することが、化学農薬

の使用者としての責務であることを自覚し、環境保全等に向けた取組を積極的に

推進する必要がある。 

   以上のことから、ＩＰＭの目的を、人の健康に対するリスクと環境への負荷を

軽減あるいは最小限にし、富山県農業全体を環境保全を重視したものに転換する

ことにより、消費者に支持される食料供給を実現することと位置付ける。 

 

２．ＩＰＭの基本的な実践方法 

 

ＩＰＭは、以下の体系図に示すとおり、 

①輪作、抵抗性品種の導入や土着天敵等の生態系が有する機能を可能な限り活用

すること等により、病害虫・雑草の発生しにくい環境を整えること 

②病害虫・雑草の発生状況の把握を通じて、防除の要否及びそのタイミングを可

能な限り適切に判断すること 

③②の結果、防除が必要と判断された場合には、病害虫・雑草の発生を経済的な

被害が生じるレベル以下に抑制する多様な防除手段の中から、適切な手段を選

択して講じること 

の３点の取組を行うことが基本である。 

 



総合的病害虫・雑草管理（ＩＰＭ）の体系 
【判断】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       【予防的措置】                【防除】 

 

３．ＩＰＭ実践指標の策定と普及 

(1) ＩＰＭ実践指標とは 

   ＩＰＭ実践指標は、ＩＰＭを実践する上で必要な農作業の「管理項目」と各項

目における具体的な「管理ポイント」を県内の実情に合わせ、作物毎に示したも

のである。 

   ＩＰＭ実践指標を基に、自らのＩＰＭの取組状況を確認し、何が不足している

か、どこが改善できるかを点検し、目標を設定し、ＩＰＭの取組を進める。 

(2) 県内の実践指標 

水稲、大麦、大豆、施設・雨よけ栽培トマト、施設いちご、白ねぎ、にら、た

まねぎ、キャベツ、こまつな、大かぶ、りんご、日本なし、チューリップ球根、

チューリップ切り花、露地栽培きく、トルコギキョウがある。 

 

○ＩＰＭ実践指標の利用方法 

１ 実施している管理ポイントについて、チェック欄に点数を記入し、合計点数を

出す。 

２ 総点数に占める合計点数の割合により、ＩＰＭの実践レベルを評価する。 

   合計点数の割合（例：トマト２３点中△△点 △△÷２３×１００＝   ） 

    80％以上：ＩＰＭ実践度Ａ（ＩＰＭの実践レベルが高い） 

    60～79％：ＩＰＭ実践度Ｂ（ＩＰＭの実践レベルが中程度） 

    59％以下：ＩＰＭ実践度Ｃ（ＩＰＭの実践レベルが低い） 

３ 今年度の割合と昨年度の割合を比較する。 

    40％以上向上：ＩＰＭ実践度向上率Ａ 

    20～39％向上：ＩＰＭ実践度向上率Ｂ 

    19％以下  ：ＩＰＭ実践度向上率Ｃ 

病害虫・雑草の発生しにくい環境の整備  
・耕種的対策の実施（作期移動、排水対策等） 
・輪作体系の導入  
・抵抗性品種の導入  
・種子消毒の実施  
・土着天敵の活用  
・伝染源植物の除去  
・化学農薬による予防（育苗箱施用、移植時の       
               植穴処理等） 
・フェロモン剤を活用した予防等  

防除要否及びタイミングの判断  
・発生予察情報の活用  
・ほ場状況の観察  等  

多様な手法による防除  
・生物的防除（天敵等） 
・物理的防除（粘着板、熱利用等） 
・化学的防除（化学農薬） 等  

病害虫等の発生状

況が経済的被害を

生ずると判断 


